


























































































































　　　　　　　　 ［平成 26年 12月 31日まで］
　渡　部　　　徹　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター長

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































んだ知識や技術，学習者の個性や “経験知 ” を応用して社会に還元・活用する「知の循環型学
習」を展開することが課題となっている。
　　　また，学習と社会貢献とを融合させた学習は，学習者が “有用感 ” や “ 自己肯定感 ”を増す






向上という “実学 ” 重視の教育活動を展開しようという傾向がある。
－ 42－



























































































































































































































































































































は 93 プログラム中 66 プログラムであっ




































































































































































































































































派遣件数 74 139 187
派遣先市町村 15 16 16
参加した子供の人数 1,806 2,981 4,302
登録チーム数 39 23 27
登録大学数 16 11 12








項　目 23年度 24年度 25年度
放課後子供教室数 159 168 155




項　目 23年度 24年度 25年度
自分たちの活動に満足である 75％ 85％ 79％
今後も自分の活動に生かすことができる 100％ 99％ 99％






項目 23年度 24年度 25年度
ワクワク学び隊の活動に満足である 98％ 95％ 98％

















































































































































































































































































































見のまとめ）」平成 26 年 5月，文部科学省「学事暦の多様化とギャップタームに関
する検討会議」（抜粋）
②　「今後の青少年の体験活動の推進について（答申）」平成25年1月，中央教育審議会（抜粋）




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と 55.5％にのぼるが，「100 人以上」のランクも 16.6％を占めており，かなり幅広い分布となっ
ている。
　⑵　国公立は１人以上 20人未満の各ランクを合わせると 44.8％が集中している。これに対し，



























































































































































































〒110- 0007 東京都台東区上野公園 12 番 43 号
TEL （０３）３８２３－０２４１
FAX （０３）３８２３－３００８
平成25・26年度奉仕活動・体験活動の推進・定着のための研究開発
社会教育行政と多様なボランティア推進主体との連携モデルの開発
に関する調査研究報告書
平成27年３月

